
さえぎるため雑草の生育が抑制される傾向が認めら

れた。また、トロトロ層ができると表土に粘土が集

積し下層に砂がたまる傾向がみられた。そのため表

土の粘土の割合が高くなり慣行区よりも土壌が養分

を吸着して保持する能力が高まると考えられる。

今後の方針

イトミミズの発生量が水稲の生育・収量に与える

影響は明らかでないため、さらに検討が必要である。

なお、トロトロ層が厚くなると土壌表面がゆるくな

り倒伏しやすくなることがあり注意が必要である。
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内　容

「コウノトリ育む農法」ではエサとなる生き物を

増やすため冬期湛水、早期湛水等の水管理を行い無

農薬や減農薬栽培で有機質肥料・資材を用いた栽培

を進めている。本農法を実施する現地ほ場の土壌を

用いたポット試験（１／2000aポット）で2007年度

から５年間継続して水稲の生育・収量及び土壌等に

与える影響について検討し、生物相についても調査

した。

冬期湛水は12月上旬から４月上旬に実施し、その

後１カ月落水した。早期湛水は田植え１カ月前の５

月上旬から行った。冬期湛水を行うと、現地ほ場で

多く観察されるイトミミズがポット栽培でも同様に

発生した。イトミミズの発生が多くなると、糞とし

て泥が表層に排出されるためトロトロ層が発達する

ことが確認できた（写真１, ２）。冬期湛水と早期

湛水を行うだけでもイトミミズは増えるが、有機質

資材を施用するとさらに増加した（図）。また、有

機質資材の施用量が多いと藻類・ミジンコの発生に

続き、ウキクサの発生量が増えて土壌表面への光を

写真１　土壌表面に排出されたイトミミズの糞

写真２　ウキクサ上に排出されたイトミミズの糞

図　冬期・早期湛水と有機質資材施用とイトミミズの発生数


